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異なる 1株植付本数及び裁植密度におけるコ シヒ カリの生育特性＊

　　　　　　　　第 2報　出葉 ・
、分 げつ の 特徴及 び倒伏関連形質

藤田　究

（香川県農業試験場）

　前報
o

で は 1株植付本数及 び栽植密度を変えた場合の コ シ ヒ カ リの 生育特性 につ い て，物質生産

面か ら解析を行 っ た結果，橋川
2）

や稲葉
6）

の 指摘にあるように ， 暖地にお い て は単位面積当 り栽

植本数の 過多によ っ て過繁茂型生育とな り，収量停滞の
一

要因にな っ て い るこ とを報告 した。これに

加え，コ シ ヒ カ リは品種特性 と して ，通常の 栽培条件下 で は長稈で倒伏 しやすい とい う欠点を持 っ て

お り，特 に暖地の 比較的遅 い 作期 （例えば香川県 にお ける 6月 円植）にお い ては施肥 や水管理 等の 生

育抑制的な栽培管理 によ っ て倒伏 させ ない 工夫がなされて い る
7 ）

の が現状である 。

　そ こで，本報で は 1 株植付本数や栽植密度を変 える こ とによ っ て，出葉や節位別 ・次位別の分げつ

発生様相の 特徴並 び に倒伏関連形質が ど の よ うに変化 して い るかに つ い て ， 若干の検討を行 っ た の で

報告する。

材料 と方法

1．栽培方法

　本試験の 栽培方法は前報
1）

と同様で ある 。 すなわち ，
1990年に 農試圃場におい て ，品種 コ シ ヒ カ

リを 6 月 20日に稚苗移植 し， 1株植付本数 を 214 ，8 本の 3 水準 ， 栽植密度 を22．2株／  〔条間30X

株間15cm，以下標準植），11，1株／  （条問30　X 株間30cm，以下疎植）の 2 水準 として 試験 を行 っ た 。

2 ．出葉 ・分げつ 発生に関する調査

　 1 株の うち，生育中庸な 1個体を選び
，

1区に つ き 4 〜 5 個体で 2 反復 ， 合計 8 〜10個体に つ い て
，

主稈 におけ る各葉位の 葉身抽出 日及び節位別 ・次位別に分げつ の 最初の 葉身の 抽出 日を記録 した 。 そ

して収穫後，すべ て の分げつ に つ い て，節位別 ・次位別に 出穂の 有無を調査 した 。 なお
， 本研究で は

不完全葉を第 1葉 とした 。

3 ．倒伏関連形質の調査

　出葉 ・分げつ の 追跡調査 を行 っ た個体の主稈につ い て，収穫，風乾後， 節位別に節間長及び節間重

＊　大要は
， 日本作物学会四国支部第29回講演会 （1992年11月）にお い て発表 した 。
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を調査 した 。 なお ，
こ の場合の 節位 は

， 穂首節問を1 と し，基部に向か っ て H，田……と した 。

結 　 　果

1．主稈の 出葉所要 日数および主稈葉数

　主稈 における葉位別葉身の 出葉所要 日数お よび止葉葉位 を第 1 表に示 した 。 葉位別葉身の 出葉所要

日数につ い て は，第 9葉位まで は 1株植付本数や栽植密度に よる差は小 さか っ たが ，第10葉位以降で

は 1株植付本数が 多い ほ ど，また疎植よ り標準植の 方が 1 葉の 出葉に要する 日数が多 くな り，葉位が

進むにつ れて その 差は大きくな る傾向が見られた。また，主稈止葉葉位 は 1株植付本数が 少な い ほ ど，

また標準植 よ り疎植の 方が多くな っ た 。

2 ．有効 ・無効茎別の茎数の増加状況

　有効 ・無効茎別の   当 り茎数の 増加状況を第 1 図に示 した 。 有効茎 につ い て は ，主稈と次位別分げ

つ に分けて示 した。また
， 分げつ 期における無効分げつ 発生期，有効分げつ 終止期及び最高分げつ 期

の 各ス テ
ージを第 2 表に示 した 。 なお

， 有効分げつ 終止 期に つ い ては，茎数が穂数 と同数に達 した 日

を有効分 げ つ 終止期 1 と し， 有効となる分げつ の 増加が停止 した 日 を有効分 げつ 終 IE期 2 に 分 けた 。

　 1株植付本数が少ない ほ ど，また標準植よ り疎植の 方が単位面積当 りの 茎数の 増加は緩慢であ り，

無効分げつ 発生期，有効分げつ 終止期 1， 2及 び最高分げつ 期は い ずれも遅か っ た 。 特 に 8 本植区で

は標準植 ， 疎植区共に 無効分げつ の 発生が か な り早 い 時期か ら見られ た 。

　　　　　　　 第 1表　主稈に お ける葉位別葉身の 出葉所要 日数お よび止葉葉位

栽　植　　 1株植
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主　　稈　　葉　　位

9　　　 10　　　11　　 12
　　　　　　 主稈止
13　　 14　　 葉葉位
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注）第n 葉の 出葉所要日数は，第 n 葉の葉身先端の抽出日から第 （n ＋ 1）葉の葉身先端の抽出日まで の 日数とした。

第 2表 分げつ 期における各ステ
ージ （月／ 日）

ス テ ージ
標準植 （22．2株／  ） 疎 植（11．1株／   ）

2本植　　4 本植　　8 本植 2本植　　4本植　　8本植

無効分げつ 発生期
1〕

有効分げつ 終止期 1m

有効分げつ 終止 期 23 ｝

最高分げつ 期

7／11　　 7／10　　 7 ／3
7／15　　 7 ／12　　 7 ／10
7 ／20　　　　7 ／13　　　　7 ／12
7 ／22　　　　7 ／19　　　　7 ／14

7 ／16　　　　7 ／14　　　　7／3
7／22 　　 7／19 　　　7 ／14
7／24　　　　7 ／21　　　　7／20
7／26　　　7／24　　　7／24

注 1 ）無効 となる分げつ が発生 した 日と した 。

　 2 ）茎数が穂数と同数 に達 した 日とした （見か けの 有効分げつ 終止期）。

　 3）有効 とな る分げつ の 増加が停 止した日とした （実際の有効分げつ 終止期）。
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　　　　　　　 第 1図　有効 ・無効茎別茎数の 経時的推移

注 1）網掛け は 有効茎，白ヌ キ は無効茎 を示す 。

＞主稈

｝黝 分げ・
＞

11｝＃r；．
35 日

2 ）有効分げつ 終止期 1は茎数が穂数 と同数に 達 した 日， 有効分げ つ 終止期 2 は

有効分げつ の 増加 が 停 止 した 日 と した 。

3，節位別 ・次位別有効分げつ 及び無効分げつ の構成

　1株当 りの節位別 ・次位別有効分 げつ 数お よび無効分げつ 数を第 2 図に示 した。

　1株植付本数が少ない ほ ど，また標準植よ り疎植の方が高節位及び高次位か らの分げつ 発生が認め

られ，有効分げつ
，

つ ま り穂数 も同様の傾向であ っ た 。 すなわ ち，単位面積当 り個体数の 最も少ない

疎 ・2本植区では 3 次分げつ まで発生 が見られ ， 穂は主稈 と第 4 − 9節位 の 1次分げつ ，第 4 − 8節

位の 2 次分げつ 及び第 4 〜 6節位の 3次分げつ か ら構成されて い た 。 逆に，単位面積当 り個体数の最

も多い 標準
・8 本植区で は 2次分げつ の発生 は見られず ， 穂 は主稈 と第 5 〜 7節位の 1次分げつ の み

で構成されて い た 。 また， 8本植区 で は標準植 ， 疎植区共 に第 4 節位か らの 1次分げつ の
一
部が無効

化 して い た 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 注， 網掛け は有 効分 げつ ，白ヌ キ は 無効 分 げ つ を示 す。

4．倒伏関連形質

　主稈 の 節位別節 問長 ， 稈基重及び倒伏程度 を第 3表 に示 した。 圃場における実際の倒伏状況 と して

は，成熟期の ほぼ 10日前 にあたる 9 月13日の 時点にお い て は
，

1株植付本数が少ない ほ ど，また標準

植よ り疎植の 方が倒伏程度が小さ くなる傾向が認め られ た 。 しか し， 成熟期直前には強風雨に よ り，

い ずれ の 区 も全 面倒伏 した。

　節位別節間長を見る と
， 標準植で は植付本数が多い ほ ど各節位の節 問長が やや短くな る傾向にあ り，

全体として の 稈長は短 くな っ た 。 また，疎植区で は 8本植区で 下位節 間がや や長 く，上位節問は や や

短 くなる傾向があ っ たが ， 全体 としての稈長で は，植付本数の 違い による差はほ とん どなか っ た 。

一

方，稈の基部10cm当りの 重さで ある稈基重を見ると
，

1株植付本数が少な い ほ ど，また標準植区よ り

疎植区の方が大 きくなる傾向にあ っ た 。 そ して稈基重が大 きい 区ほ ど 9 月 13日時点における倒伏程度

は小 さ くな る傾向があ っ た 。

　次 に，節位別の単位長 さ当 り節問重 を第 3 図に示 した。 1株植付本数が少 ない ほ ど，また標準植 区

よ り疎植区の方が単位長 さ当 り節問重が大 きくなる傾向が認め られ ， 穂
’
首節問 （1）で はそ の差は小 さ

か っ たが ， 下位節間になるほ どその 差は大 きか っ た 。
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第 3表　主稈の 節位
1） 別節間長、稈基重及び倒伏程度
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密　度　 付本数　 1

主稈の節位別節問長
ll　　 坩　　 IV　　 V　　 計
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5 ：甚の 6段階 と した 。

L ＿＿＿L ＿＿＿＿L ＿＿＿＿L＿＿＿」 　　　　　　」＿＿＿＿L − 」

1　　 ［　　 皿　　 IV　　 V 　　　　 I　　 ］　　 皿　　 IV　　 V 節位

　　　　　第 3図 　節 位 別 単 位長 さ 当 り 節間 重

　　　　　　注 1）▲ ： 2 本植，　 　 ● ： 4 本植，　 　 ■ ： 8 本植，

　　　　　　　2 ）節位は 第 3表参照 。

考　 　察

　前報
1 〕

におい ては， 1株植付本数及び栽植密度を変える こ とに よ っ て ，コ シ ヒ カ リの 生育 ・収量

お よひ乾 物生産特性 に違 い があ り，単位面積当 り栽植本数の 過多が収量 の停滞を招 い て い る ことを報

告 した 。 さ ら に本研究で は 同 じ試験 にお ける出葉 ・分 げつ の 特徴及び倒伏関連形質につ い て検討 した

結果 ，
1 株植付本数及 び栽植密度を変える こ とに よっ て こ れ ら諸形質に も明 らかな違い が認め られ た 。

以下，出葉 ・分げつ 発生の特徴 と生育停滞 との 関係並 びに稈の形質と倒伏との 関係 につ い て考察する 。
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1．出葉お よび分げつ 発生の特徴 と生育停滞

　 1株植付本数 を多 くした り，密植する こ とによっ て 出葉が遅れる こ とは既 に知 られてお り尹
’12）

本

試験におい て も同様の 傾向が見 られたが ， 結果 として主稈止葉葉位が減少 し， 出穂期に は差がなか っ

た詔 また
， 第 1 表の 出葉経過 よ り，

1 株植付本数が多い ほ ど，また疎植 区より標準植区の 方が出葉

が遅れ始める時期が早い こ とが認められ た。

一
方，分げつ 発生につ い て は栽植密度が高 くなるほ ど単

位面積当 り茎数の増加が 急激で あり，最高分げつ 期が 早 くな るこ とが 知られ て い る
4 ）

が ，本試験に

お い て も全 く同様 の 結果で あ っ た。こ れ らの こ とか ら，単位面積当り栽植本数が 多い ほ ど
，

出葉と分

げつ 発生の 両方にお い て ，和田
14）

が指摘して い る よ うに暖地水稲の 特徴で ある停滞期 （ラ グ期）が

早 くか ら起きて い る もの と推察 される 。 そ して，追肥に よ っ て こ の 停滞期の 生育改善を図る
14）

こ と

は，長稈品種の コ シ ヒ カ リで は倒伏面で きわめ て 困難で あろ う。

　次に節位別 ・次位別に見た分げつ の 発生 につ い て は
，

1株植付本数及び栽植密度 を変 える こ と に

よ っ て
， 個体 と して の 分げつ の 発生 とその 有効化の 様相 は 著 しく異なる こ とが知 られて お り

5　・11〕
，

本試験 に お い て も同様の こ とが認め られた 。 中で も8 本植区で は，標準植，疎植区共に分げつ 期の 比

較的 早 い 時期 に発生 した最下位分げつ 発生 節位か らの 1 次分げつ の
・
部が 無効化 して い た 。こ の こ と

は既 に指摘が ある
3 ・9 ）

が， 8 本植の ように植付本数が多くなると 1 株内における個体 間の 競合が き

わめて大 きく，個体として の 生長 に支障が 生 じて い る もの と推察さ れ る 。

2．稈の形質と倒伏との関係

　倒伏は，下位節間の 伸長 に よ っ て発生 が助長 される
8）

とされて お り， 特 にコ シ ヒ カ リは倒伏に 弱

い 品種であるため，下位節間の 伸長程度が穂肥施用の 時期や量 を判断する た め の 基準の 一つ に な っ て

い る 。 しか し，本試験の場合，異なる単位面積当り栽植本数の 下で は下位節問の 伸長の 大小と倒伏 と

はほ とん ど関係は な く，既に報告
10’13）

されて い るよ うに
，

1株植付本数が少な く，また疎植の 方が

実際に圃場にお ける倒伏程度が少な い こ とが認め られ た 。 そこ で
，

主稈の 稈基重及び下位節間長 と倒

伏程度との 関係を第 4 図に示 した。稈基重 と倒伏程度とは r ＝− O．974＊ ’
の 高 い 負の相関があ っ たが

，

第 （IV＋V）節間長で示した下位節間の 長 さと倒伏程度 との 間には有意な相関は認められなか っ た 。

こ の こ とか ら，下位節間の長 さよ りも稈基重 として示 され るよ うな稈 質が耐倒伏性 との 関連が深 く，

単位面積当 り栽植本数が少ない ほ ど向上す る もの と考えられ る 。

　なお ， 第 3表にお ける標準 ・8本植区の 第 5節間はか な り短 くな っ て い る が，
こ れは第 5節間が伸

長 して い な い 個体があ り， 主稈葉数の 減少に伴 っ て不伸長節間 とな っ た
9 ）

ため で ある 。 こ の ような

個体 にお い て は最下位伸長節問は第 4 節間であ り，必ずしも最下位伸長節間が短 くなっ て い る とは い

えない こ とに注意す る必要がある 。

　
一

方，葉色 につ い て は， コ シ ヒ カ リの 栽培指導 として，葉色板や葉色計による葉色値か ら穂肥 時期

や量の 判定が行わ れ ， 倒伏回避の面から穂肥施用時に は葉色 をある値以下 に抑えてお くような指導が

行われて い る 。 しか し， 前報
1 ＞

の 結果 より， 単位面積当りの栽植本数が 多い ほ ど葉色が淡か っ た に
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　 　　 　 稈 基 重 （  ）　　　　　　　 第 IW 十 Vl 節間 長 （cm ｝　　　　　　 出 穂 16H 前 の 葉 色 （SPAD 値）

第 4 図　異な る 1株植付本数 ・栽植密度条件下にお ける各形質 と倒伏程度との 関係

注 1）▲ ：標 ・2本植，● ：標 ・4本植 ， 口 ：標・8本植，△ ：疎・2本植，○ ：疎 ・4本植 ， 口 ：疎 ・8本植

　 2）倒伏程度は 9 月13日の達観で 0：無，1 ：微，2：少 ，
3 ：中 ，

4：多，
5：甚の 6段階評価 とした。

　 3 ）葉色は前報D の デ
ー

タを引用した 。

もかかわらず，倒伏程度は大 きくなる傾向があ り，第 4図に示 した ように，出穂 16日前の葉色 （SPAD

値）と倒伏程度との 間に負の 相関が認め られた。 これは
， 葉色 と倒伏 との 間に関連性がある とい うよ

り， 単位面積当 り栽植本数 の 増加に伴 う稈質の低下 と倒伏 との 間の 関連が よ り深い と考える こ とがで

きる 。

　以上 の こ とか ら ，
コ シ ヒ カ リの ような倒伏 しやす い 品種で は，単位面積当 り栽植本数を少な くす る

こ とに よ っ て 稈質が向上 し， 倒伏回避に有効である とい える 。 これ に加えて，少な くとも暖地にお い

て は，生育収量面に つ い て も穂数過多の 過繁茂型生 育を回避 し，停滞期が長 くな り過 ぎな い ような適

正栽植本数の設定が重要で あると考える 。

摘　 　要

　1 株植付本数を 2
，
4

，
8 本 と し， 栽植密度 を標準植 （22．2株／mz ）， 疎植 （11．1株／  ）と変えた場

合 における コ シ ヒ カ リの 主稈の 出葉 ， 節位別 ・次位別分げつ 発生の 特徴並 びに倒伏関連形質に つ い て

検討 した 。 結果は以下の とお りで ある 。

1 ．主稈の 1葉の 出葉に要する 日数は
， 第10葉位以 降にお い て 1株植付本数が多い ほ ど

，
また疎植区

　よ り標準植区の 方が多 くなる傾 向が あ り，主稈葉数は同様 の傾 向で 少な くな っ た。

2 ．単位面積当 り茎数の 増加状況に つ い て は， 1株植付本数が 少ない ほ ど， また標準植区よ り疎植区

　の方が単位面積当 りの 茎数の 増加は緩慢 であ り，有効分げつ 期問 は長 く， 無効分げつ の 発生は遅 く，

　最高分げつ 期 も遅 くな っ た 。

3 ．節位別 ・次位別分げつ 及び穂の構成は， 1株植付本数が少ない ほど
， また標準植区よ り疎植区の

　方が高節位及び高次位か らの 分げつ 発生 が見られ，穂数も同様の 傾向で あ っ た 。
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4 ，倒伏程度は 1株植付本数が少ない ほ ど
， また標準植区よ り疎植区の 方が倒伏程度が小さか っ た 。

5．節位別節問長は，標準植区で は 1 株植付本数が多い ほ ど各節位の 節間長がやや短 くな っ たが，疎

植区では植付本数の違 い に よる差は少なか っ た。 しか し，稈基重は 1株植付本数が少ない ほ ど， ま

た標準植区 より疎植区の方が大 き く， 稈基重が大 きい ほ ど圃場で の倒伏程度が小 さ くなる傾向に

あ っ た 。 また，節位別の単位長 さ当 り節間重は ，稈基重 と同様の 傾向で大 きくな り， 特に下位節間

ほ どその 差が大 きか っ た 。
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